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区のお知らせ

第604 号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区千住一丁目4- 18
( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 58. 2. 1)

世 帯　214, 528
人口　628, 273
男　　318, 013
女　　310, 260

面積　53. 25km2
人口密度　l l , 798人/ km2

い
つ
の
時
代も
大
切
に
し
た
い

愛
あるコ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン

現在、足立区には、65歳以上の高齢者が43, 714人い
ます。これは区の全人口の7%にあたり、去年

の6. 8%をうわまわり、人数では1, 725人増えてい
ます。このように、区の全人口が減りはむめてい
るのに対して、高齢者が増えはじめているということは、高齢化

社会の問題が　身近かなものとなって
きていると言えるのではないでしょうか。

最
近
、
孤
皿
な
ひ
と
口
絛
い
瓦

人
力
問
題
、
寝
こ
咎
口
と
人
を
抱
え

る
家
族
の
か
護
疲
れ
内
川
題
々
ビ

列
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
た
び
た
び
取

り
あ
ぱ
ら
れ
、
鳥
齢
矜
問
韜
か
次
第

に
深
刎
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

区
民
み
ん
な
が

友
愛
訪
問
員
に

足
立
区
で
は
、
心
齢
化
阯
会
の
現

状
ふ
・
重
く
見
て
、
老
人
福
祉
事
業
に

カ
ヤ
人
れ
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
区
内
に
は
今
、
ご
と
り

絛
ら
し
老
人
が
网
千
人
以
廴
漫
ど

き
り
老
人
が
千
金
匹
口
人
以
に
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状

況
の
申
て
、
衍
政
の
刀
だ
け
で
は
き

め
細
か
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
ま
す
ま

す
難
し
く
な
り
、地
滅
の
皆
さ
ん
内

協
杓
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、区
で
も
、一
人
で
も
多

く
の
区
民
の
万
々
に
、寝
た
き
り
老

人
ふ
一
介
護
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「包
人
介

漫
ボ
ク
孚
f
ア
教
室
」を
開
い
た

り
、ま
た
、ひ
と
り
暮
ら
し
咎
人
宅
へ
、

定
期
的
に
訪
間
し
て
も
ら
う
ぶ

愛
訪
問
目
r
の
活
動
に
力
を
入
れ
る

な
ど
し
て
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

あ
な
た
の

や
さ
し
い
一
声
を

区
民
の
皆
さ
ん
、地
域
に
目
を
見

開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
と
し
よ
り
や
寝
た
き
り
の

お
と
し
よ
り
か
、
き
っ
と
、
皆
さ
人

の
ま
わ
り
に
も
い
る
は
ず
で
す
。
そ

し
て
、そ
の
わ
と
し
よ
り
の
方
々
に
、

「
こ
ん
に
ち
は
≒

お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
の
や
さ
し
い
一
声
を
か
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
声
か
ふ

れ
あ
い
の
・
歩
と
な
り
、
地
域
の
さ

び
し
い
お
と
し
よ
り
が
一
八
で
も
多

く
幸
せ
に
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
と
し
よ
り
は
、
そ
の
や
さ
し
い

召
葉
を
待
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

地
域
の
お
と
し
よ
り
に
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
て
く
だ
さ
い
。

友
愛
訪
問
員
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す

―
―
ま
だ
、新
米
の
名
も
な
い
友

愛

肋
間

員
で

、
同

も

わ
か

ら

ず

、
た

だ

畦
Ⅲ

と

時

悶
に

恵
ま

れ
て

い
る

も

の

で

す
か

ら

、
私

に
む

で

き
る

こ

と

が

あ

れ
ぱ

と
思

い

、
昨
年

、
申
し
込

み

ま

し
た

。

こ
れ
か
ら
は
、老
齢
社
会
に
な
る

世
の
中
で
、自
分
自
身
を
見
つ
め
な

が
ら
、皆
さ
ん
と
共
に
、は
げ
ま
し
あ

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。<
千
住

緑
町
　
伊
藤
さ
ん
>

―
―
私
も
社
会
の
た
め
に
何
か
し

た

い

と
思

い

、
十
七

年
前

亡

く
し

た

父

母

に

孝
行

の
で

き

な

か

っ

た

分

を

、
地
域

の

ね

と
し

よ
り

の

た
め

に

と
考

え

ま
し

た

。

自
分
の
子
供
も
社
会
人
と
高
校
三

年
生
、私
も
、も
う
中
年
、い
ず
れ

は
高
齢
者
に
な
る
身
で
す
。今
の
う

ち
に
少
し
で
も
、誠
心
誠
意
、皆
さ

ん
の
話
し
相
手
に
な
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
気
痔
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。<

一
ツ
家
　
鈴
木
さ
ん
>

―
―
私
は
、親
兄
姉
を
世
話
す
る

気
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
自
分
の

、ベ

ー
ス
で
訪
間
し
て
い
ま
す
。

一
人
の
方
を
兄
守
る
こ
と
の
日
的

は
、そ
の
方
の
孤
独
感
の
解
消
と
、

事
故
防
止
と
聞
い
て
い
ま
す
か
、あ

ま
り
気
を
使
っ
て
訪
問
す
れ
ば
、依

頼
心
も
強
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。気
持
ち
を
若
く
も
っ
て
、毎
口

を
元
気
に
過
せ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い

ま
す
。<
扇
　
山
本
さ
ん
>

く
わ
し
く
は
、老
人
福
祉
係
、ま

た
は
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
(
　

八
八
八
一
一
五
五
〇
)
へ
。

佐藤ミヤさんはもうじき75歳
友愛訪問員の田口たつ子さんと今日も楽しいひとときを…

老
人
教
養
講
座

日
時
　
三
月
十
三
口
(
日
)
午

後
一
時
～
三
時

場
所
　
老
人
会
館

演
題
　
幸
せ
な
老
後
の
た
め
に

講
演
者
　
天
前
輝
正
氏
(
話
力

研
究
所
常
務
理
事
)

問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　
八

五
九一
九
七
三
二

(
老
)
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

重
度
の
障
害
者
の
方
に
、医
療
費

の
助
成
含
口
で
(
障
)
制
度
か
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の

障

制
度

は
、
お
と
し
よ
り
の
自
己
負
担
金
分

も
助
成
し
て
い
ま
す
。

(
老
)
・
(
福
)
医
療
証
気
持
ら

で
、
「身
体
岬
害
者
手
帳
」一
・
二

級
(
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器

の
障
害
に
あ
っ
て
は
三
級
)
、ま
た

は
「愛
の
手
帳
」一
・
二
度
の
万
で
、

ま
だ
障
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、次
の
も
の
を
持
參
の
う
え

、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
(
老
)
・
(
福
)
医
療
証
▼
保
険

証
▼
「身
体
陣
害
者
手
帳
」ま

た
は
「愛
の
手
帳
」▼
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

老
人
福
祉
手
当
を

支
給
し
ま
す

対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、

区
内
に
現
庄
所
を
有
し
、次
の
①

ま
た
は
②
の
状
態
が
、引
き
続
き

六
ヵ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

①
自
宅
に
い
る
方
…
老
衰
や
傷
病

の
た
め
、
食
事
、
入
浴
、排
便
等

の
日
常
生
活
を
営
ひ
う
え
で
、
著

し

く
支

障

が
あ

り

、
常

に

だ
れ

か

の

介
助

の
手

を

必
要

と

さ

れ
る

方

②
入
院
し
て
い
る
方
…
六
ヵ
月
以

上

の
入

院
(

精

神

科

も
対

象
と

な

り

ま

す
)

を
し

て

い
る

方

支
給
制
限
　
①…
本
人
や
家
族
の
所

得
に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

②
…
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
入

所

さ

れ
て

い
る

方

は

、
対

象

に
な

り

ま
せ

ん

支
給

額
　

月

額

一
万

四
千

五

百
円

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
世
帯
全
貝

の
住
民
票
の
写
し
▼
ね
た
き
り

の
方
ご
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
を
除
く
)
▼
入
院
証

明
書
(
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
▼

印

か

ん

※
な
お
、現
在
す
で
に
老
人
福
祉
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、住
所
、口

座
、そ
の
他
の
事
情
の
変
更
が
あ
っ

た
方
は
、お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申

請
・

問

合
せ
先
　

老

人
福

祉

係

千住新橋が開通します
当面は上下線とも

2 車線通行で

千
住
新
橋
架
替
工
事
は
、下
り
用
橋

梁
の
一
部
が
完
成
し
、左
・
記
の
と
お
り

鬨
通
し
ま
す
。

な
お
、通
杓
の
際
ご
父
通
案
内
に
っ

い
て
は
、標
識
で
金
行
い
ま
す
が
、弔
故

防
止
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
通
日
時
　
三
月
匕
口
目
)
正
午

開
通
個
所
　
下
図
の
と
お
り

く
わ
し
く
は
、建
設
有
閃
東
地
む
建

設
局
百
都
国
道
L
嘔
が
務
所
f
住
出
張

所
(
　
八
八
九
-
九
回
匸
)
へ
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

春
休
み
親
子
区
内
め
ぐ
り

も
う
す
ぐ
楽
し
い
春
休
み
が
や

っ
て
き
ま
す
。
進
学
、
進
級
を
ひ

か
え
た
大
切
な
休
み
の
二
日
を
、

観
と
子
の
区
内
め
ぐ
り
で
過
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
九
日
(
火
)
・
三

十
日
(
水
)
、
各
日
と
も
午

町
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

対
象
　
区
内
在
住
の
観
子
(
子
供

は
小
学
生
一
人
に
限
り
ま
す
)

コ
ー
ス
　
加
平
ポ
ン
プ
所
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
塚

電
話
局
、
東
和
セ
ン
タ
ー
ほ
か

定
員
　
各
卜
と
も
十
二
柤
(
ニ
ト

四
名
)

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

申
込
方
法
　
電
話
で
広
報
課
へ

申
込
期
間
　
三
月
五
日
～
八
日

(
五
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

抽
選
方
法
が
変
わ
り
ま
す

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

湯
河
原
お
よ
ぴ
伊
豆
高
原
「あ

だ
ち
荘
」の
受
付
け
順
番
を
決
め

る
た
め
の
抽
選
方
法
が
、六
月
分

の
申
し
込
み
か
ら
、往
復
ハ
ガ
キ

に
よ
っ
て
申
し
込
ん
で

い
た
だ

き
、
そ
の
ハ
ガ
キ
に
よ
う
て
抽
選

す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

抽
選
方
法
　
申
し
込
ん
だ
ハ
ガ
キ

に
よ
り
抽
選
し
ま
す
(
抽
遇
桔

果
は
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
う
え
、

申
込
者
へ
返
信
し
ま
す
)

抽
選
日
　
毎
月
二
十
二
日
(
二
十

二
日
か
休
日
の
場
合
は
翌
日
)

に
公
開
で
行
い
ま
す
(
六
月
分

を
希
望
す
る
方
の
抽
選
は
、
四

月
二
十
二
日
に
行
い
ま
す
)

往
復
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
　
往
信
用

ハ
ガ
キ
に
、利
用
保
養
所
名
(
湯

河
原
・
伊
豆
高
原
の
別
)
、
利

用
月
、
利
用
代
淤
者
の
氏
名
と

住
所
、
電
話
番
号
、
利
用
者
全

員
の
氏
名
と
年
齢
、
ま
た
伊
豆

高
原
「
あ
だ
ち
荘
芒

希
皇
の
方

は
、
国
民
健
康
保
険
の
記
号
番

吁
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
(
ハ

ガ
キ
は
一
保
養
所
に
つ
き
、
一

グ
ル
ー
プ
一
枚
に
限
り
ま
す
)

ハ
ガ
キ
抽
選
申
込
受
付
期
間
　
利

用
月
の
二
ヵ
月
前
の
、
一
日
か

ら
卜
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る

も
の
(
六
月
分
ご
希
望
の
方
は
、

四
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
を
お
出
し
く
だ
さ
い
)

申
込
受
付
　
受
付
日
時
は
、利
用

月
の
前
月
初
日
(
一
日
が
休
口

の
場
合
は
そ
の
翌
日
)
か
ら
で

す
。受
付
日
時
に
こ
ら
れ
な
い

場
合
は
、棄
権
と
し
て
次
の
人

を
練
り
上
げ
ま
す

※
な
お
、
四
月
一
日
(
金
)
は
、

従
来
ど
お
り
五
月
分
の
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
湯
河
原
「あ

だ
ら
荘
」…
区
民
生
活
係

▼
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」
…

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
い
ず
れ
も
、〒
1
2
0
千
住
一
丿

四
-
一
八
)

み
ん
な
の
手
で
明
る
い
選
挙
を

東
京
都
知
事
選
挙
は
4
月
1
0日

足
立
区
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
2
4日
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保
健
衛
生

健
康
は
み
ん
な
の
願

い

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
珍
…
満
三
十
五
歳

以
上
の
区
民
▼
子
宮
が
ん
検
診
…

満
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
過
去
一
年
以
内
に

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
程
　
下
表
の
と
お
り

費
用
　
有
科
(
料
金
は
、
後
日
当
遇

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

生
保
の
し
お
り
を
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
住
民
税
非
課
税
証
明
書
を

当
日
持
参
す
れ
ば
免
除
さ
れ
ま
す
。

検
診
の
出
来
な
い
方
　
▼
胃
の
検
診
…

冐
の
手
術
を
し
た
方
や
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い

る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方

▼
子
官
が
ん
検
診
=・

生
理
中
の
方
、
婦
人
科
医
で
治
療

中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
一
人
一
枚
限
り
)

記
入
事
項
　
①
希
望
検
診
名

②
希

望
検
診
日

⑤
希
望
検
診
場
所

④
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日

⑤
電
話
番
号

⑤
保
健
セ
ン

タ
ー
で
子
官
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
診
日
・
番

号
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
三
月
十
日
(

当
日
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
申
し
込
み
多
歎
の
場
合

は
抽
遇
と
な
り
ま
す
。ま
た
、希

詔
日
以
外
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
二
つ
の
検

診
を
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。な
お
、子
宮
が
ん
検
診
に
限

り
抽
選
に
も
れ
た
方
は
、区
内
の

産
婦
人
科
医
で
検
診
(
費
用
は
有

料
)
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

場
合
か
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(

〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
二

五
七
-

六

　
八
五
五
-
四
}
五
一
)

成
人
病
検
診

脳
卒
中
や
糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど

の
成
人
病
は
、
日
本
人
の
死
亡
順
位

の
上
位
を
占
め
、
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
か
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成

人
病
の
予
防
・
冶
療
に
は
、定
期
的
に

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以
上

の
方

日
時
　
毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
～

十
時

料
金
　
五
千
円

検
査
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、
尿
、

血
液
な
ど
二
十
三
項
目
(
胃
・
子

宮
が
ん
は
合
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
八
五
五
-
四
一
五
一

就
労
母
親
学
級

日
時
　
三
月
十
二
日
(
土
)
午
後
一

時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

対
象
　
働
い
て
い
る
妊
婦

定
員
　
二
十
五
名
(
先
着
順
)

内
容
　
映
画
、
妊
娠
の
生
理
、
お
産

の
経
過
、
妊
娠
中
の
栄
養
、
赤
ち

や
ん
の
育
て
方
、
質
疑
応
答

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
三
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係

　
八
八
八
-
四
二
七
七

母
親
学
級

足
立
保
健
所
で
は
、
働
い
て
い
る

妊
娠
さ
ん
の
た
め
に
、
土
曜
日
の
午

後
に
、
母
観
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
十
二
日
・
十
九
日
、
午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
足
立
保
健
所
講
堂

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
と
栄
養
、
お

産
の
準
備
、赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

、

沐
浴
指
導
、
映
画

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
業

務
第
二
係
　
　
八
五
五
-
四
一
五
一

検診は進んで受けましょう

3
月
2
8日
江
北
保
健
相
談
所
が
移
転
し
ま
す

4
月
1
日
保
健
所
の
管
轄
区
域
が
変
わ
り
ま
す

江
北
保
健
相
談
所
が
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
日
　
三
月
二
十
八
日
(
月
)

新
所
在
地
　
西
新
井
本
町
一
丁

三
〇
-

四
〇

電
話
番
号
　
八
九
六
-
四
〇
〇
四

※
な
覡

四
月
一
日
か
ら
、
保
健
所

の
管
轄
区
域
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

足
立
保
健
所
と
な
る
区
域
　
上
沼
田

町
、
北
堀
之
内
町
、
堀
之
内
一
～

二
丁
目
、北
鹿
浜
町
、鹿
浜
T

八

丁
目
、加
賀
皿
沼
町
、加
賀
一
!

一

丁
目
、皿
沼
一
圭
二
丁
目
、谷
在
家

町
、谷
在
家
一
圭
二
丁
目
、江
北
一

～
七
丁
目
、槽
T

二
丁
目
、扇
二
r

目
、
听
汨
一
圭
一
f
目

千
住
保
健
所
と
な
る
区
域
　
足
立
一

～
四
丁
目
、
関
原
T
三
丁
目
、
西

新
井
栄
町
7
二
丁
目
、
梅
田
一
?

八
丁
目
、
中
央
本
町
一
～
五
丁

目
、西
綾
瀬
一
～
四
丁
目
、弘
道
}

圭
一
丁
目
、
青
并
一
～
六
丁
目

問
合
せ
先
　
衛
生
部
管
理
課

教
室
・
講
習
会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

区
民
教
養
講
座

い
ま
は
耳
に
す
る
こ
と
も
出
采
な

く
な
っ
た
「
千
住
節
」
を
追
っ
て
、

講
演
と
実
演
に
よ
る
教
養
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
聴
講
く
だ

さ
い
。

日
時
　
三
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二

時
～
四
時

場
所
　
中
央
図
書
館
三
階
ホ
ー
ル

費
用
　
無
料

講
演
　
「
川
越
船
唄
と
千
住
節
」
斉

藤
貞
夫
氏
(
埼
玉
県
郷
土
文
化
会

常
任
理
事
・
川
越
高
校
教
諭
)

実
演
　
元
千
住
寄
席
「
小
松
亭
」
主

人
小
久
保
亀
吉
氏
他

主
催
　
足
立
史
談
会
、
区
教
育
委
員

会
申
込
方
法
　
当
日
会
場
で
受
付
け

問
合
せ
先
　
文
化
係

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
再
講
習
会

十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
の
修
了
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
技
術
の
向
上
を

図
り
た
い
方
、
復
習
を
し
た
い
方
を

対
象
に
し
た
講
習
会
を
開
倣
し
ま

す
。
な
お
、
時
間
は
自
由
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
二
日
(
土
)
午
後
二

時
～
七
時
の
閧

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　
新
旧
映
写
機
の
使
用
方
法

受
講
方
法
　
十
六
ミ
リ
修
了
証
を
持

参
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い

※
受
講
時
間
は
自
由
で
す
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

婦
人
教
室

新
規
受
講
生
募
集

昭
和
五
十
八
年
度
の
各
教
室
の
新

規
受
講
生
ぞ
募
集
し
ま
す
。

教
室
・
日
程
・
定
員
・
費
用
　
左
表

の
と
お
り

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人
(

初
心
者
に
限
る
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

教
室
名
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
一
人
一
枚
一
教
室
'

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
)
た
だ
し
、

話
し
方
教
室
、婦
人
セ
ミ
ナ
ー
は
、

他
の
教
室
を
申
し
込
ん
だ
方
で
も

申
し
込
ひ
こ
と
が
で
き
ま
す

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽

選
を
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
三
月
十
二
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー

広
報
課
で
は
、
ど
な
た
で
も

簡
単
に
操
作
で
き
る
八
ミ
リ
カ

セ
ッ
卜
映
写
機
と
広
報
映
画
等

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
広
報
課
へ
。

(
〒
1
2
0
東
綾
瀬
丁
五
上
七

六
〇
五一
七
一
〇
一
)

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会

洋
食
フ
ル
コ
ー
ス
の
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
三
月
十
九
日
(
土
)
午
後
六

時
～
八
時

内
容
　
オ
ー
ド
ブ
ル
、
ス
ー
プ
、
え

ぴ
、
牛
肉
、
サ
ラ
ダ
、デ
ザ
ー
ト
、

コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
、
ワ
イ
ン

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー
別
館

対
象
　
区
内
・
在
住
・
在
動
の
方

定
員

五
十
名
(
先
著
順
)

費
用
　
五
千
五
百
円

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
直
接
窓

ロ
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
東
都
セ
ン
タ
ー
　
　
六

〇
五
―
七
一
〇
一

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
合
唱
団
発
表
会

小
学
校
高
学
年
の
余
暇
の
有
効

利
用
の
一
環
と
し
て
創
設
さ
れ
た

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
合
唱
団
の
活

動
も
年
を
追
う
ご
と
に
活
発
化
の

傾
向
を
み
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
鼓

笛
隊
合
唱
団
の
一
年
間
の
活
動
の

成
果
を
披
露
す
る
た
め
第
十
一
(回

発
表
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
三
月
六
日
(
日
)
午
後
O

時
三
十
分

場
所
　
文
化
会
館

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

特別絵馬展開催中
区
内
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
ま
で
の
絵
馬
の
一
都
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

展
示
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
、
第
三
日
曜
日
、
祝

祭
日
で
す
。

場
所
　
中
央
図
書
館
郷
土
賢
料
展
示
室

展
示
絵
馬
　
千
住
・
神
楽
・
お
が
み
・
銭
・
面
・

算
額
・
武
者
絵
馬
等

所
蔵
　
吉
田
家
(
千
住
四
丁
目
)
、
氷
川
神
社
(
東

伊
興
町
)
、
氷
川
神
社
(
古
千
谷
四
丁
目
)
、

北
野
神
社
(
本
木
南
町
)

協
力
　
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
寺
社
調
査
団

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

郷
土
資
料

展
示
室

　
八
四
〇
1
四
六
四
六

募
集
し
ま
す

足

立

区

職

員

職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
▼
理
学

廉
法
士
(
一
名
)

▼
作
業
療

法
士
(

‘一
名
)

採
用
予
定
時
期
　
四
月
一
日
以
降

応
募
要
件
　
▼
理
学
療
法
士
…
理

学
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
方

(
指
定
学
校
・
養
成
所
卒
で
、

理
学
療
法
士
免
井
取
得
見
込
含

む
)
で
昭
和
五
十
八
年
四
月
一

日
現
在
、満
四
十
歳
未
満
の
方

▼
作
業
療
法
士
…
作
業
療
法
士

の
免
許
を
有
す
る
方
(
指
定
学

校
・
養
成
所
卒
で
、
作
業
療
法

士
免
許
取
得
見
込
含
む
)
で
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
現

在
、
満
四
十
歳
未
満
の
方

応
募
方
法
　
履
歴
書
(
市
販
の
用

紙
使
用
、
自
暑
、
写
真
貼
付
)

を
一
通
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限
　
▼
郵
送
・
三

月
十
二

日
(
当
日
消
印
有
効
)

▼
持

黔
・
こ
二
月
十
二
日
、
日
曜
日
を

除
く
毎
日
午
前
九
時
～
午
後
五

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

選
考
日

三
月
十
八
日
(
金
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
職
員
課
人
事

係
(
〒
1
2
0千
住
一
一

四
一

一

八
)

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

中
小
企
業
融
資

□
運
転
資
金

貸
付
限
度
額
　
三
百
万
円

返
済
期
間
　
三
年
(
六
カ
月
据
置

期
間
含
む
)

□
設
備
資
金

貸
付
限
度
額
　
四
百
万
円

返
済
期
間
　
五
年
(
六
カ
月
据
置

期
問
含
む
)

□
小
規
模
特
別
資
金

貸
付
限
度
額
　
百
万
円

返
済
期
間
　
三
年
(
六
カ
月
据
置

期
間
含
む
)

対
象
　
い
ず
れ
も
区
内
に
住
所
を

有
し
、
同
一
事
業
を
一
年
以
上

営
ん
で
い
て
住
民
税
を
完
納
し

て
い
る
方

刹
率
　
年
七
%

問
合
せ
先
　
商
工
係

ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す

内
容
　
薬
剤
散
布
作
業

人
員
　
若
干
名

期
間
　
三
月
十
四
日
～
九
月
三
十
日

資
格
　
満
十
八
歳
～
満
四
十
歳
の

男
子

賃
金
　
四
千
五
百
円
(
四
月
か
ら

四
千
五
百
九
十
円
)

勤
務
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
十
五
分
(
日
曜
祝
日

は
休
み
、
土
曜
日
は
午
前
中
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
衛
生
係

再

募

集
し
ま

す

伊
興
区
民
農
園

一
月
に
募
集
し
た
伊
興
区
民
農

圜
に
、
ま
だ
若
干
の
空
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
往
復

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
　
三
月
八
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係

(
〒
1
2
0
千
住
一
1
四
F
一
八
)
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新
し
く
設
け
ま
し
た

フ

ァ
ミ
リ

ー

利

用

時

間

帯

温
水
プ
ー
ル

今
年
の
四
月
か
ら
、
年
間
を
通
し

て
土
曜
日
の
夜
間
に
限
り
、
中
学
生

以
下
で
も
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
利

用
で
き
る
よ
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
利
用

時
間
帯
を
設
げ
ま
し
た
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
の
際
は
、
次
の
事
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
利
用
時
間
は
、
毎
週

土
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八

時
三
十
分
ま
で

▽
利
用
で
き
る
人
は
、
中
学
生
以
下

満
三
歳
ま
で
で
す
。
必
ず
保
護
者

同
伴
で
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
護
者
が
い
な
い
と
入

場
で
き
ま
せ
ん

▽
水
泳
帽
は
各
自
で
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
水
泳
帽
が
な
い
と
泳

げ
ま
せ
ん

▽
土
曜
日
が
祝
象
日
と
か
さ
な
っ
た

場
合
は
、
日
曜
日
の
時
間
帯
と
な

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
利
用
は
で
き
ま

せ
ん

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
利
用
日
以
外
の
中
学

生
以
下
の
夜
間
の
プ
ー
ル
入
館
は

で
き
ま
吐
ら

く
わ
し
く
は
、
竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
(
　
八
五
〇
―
二

三
三
)
へ
。

卓

球

教

室

日
時
　
三
月
十
三
日
(
日
)
午
前
九

時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

場
所
　
足
立
区
体
育
胆

対
象
　
一
般
助
労
者
(
男
・
女
)

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

講
師
　
長
谷
川
信
彦
氏
(
元
男
子
シ

ン
グ
ル
世
界
C
)

、
両
沢
正
子
氏
(

元
混
合
ダ
ブ
ル
ス
世
界
C
)

内
容
　
卓
球
指
導
、
墺
範
試
合
、
挑

戦
試
合

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
限

三
月
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
会
館

　
八
四
〇
―
二
五
二
五

第
三
十
六
回

都
民

体
育
大

会

足
立
区
予
選
会

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
　
三
月
二
十
七
日
(
日
)
午
前

九
時
か
ら

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス
(
ク
ラ
ス
別
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
で

高
校
生
以
上
の
方

蓼
加
費
　
一
ペ
ア
千
五
百
円

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
直
接

ま
た
は
郵
送

申
込
期
限
　
三
月
十
七
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
(
〒
1
2
0千住
三
1
一
九
、

ツ
バ
メ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
内

　
八
八

八
1
八
三
三
一
)

□
卓
球
大
会

日
時
　
四
月
十
日
(
日
)
午
前
九
時

か
ら

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
　
▽
ー
般
男
子
・
女
子
・
シ
ニ
ア

(
男
三
十
五
歳
～
女
三
十
歳
～
)

▽
中
学
男
子
・
女
子

資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
者

で
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
一
般
二
百
円
、
中
学
百
円

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
参
加
種
目
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
二
十
二
日
(
必
一
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
卓
球
連
盟
(

〒
Ⅲ
西
伊
興
町
八
―
四
二

庄

司
方

一
-八
五
三
―
二
〇
三
八
)

ひろ ば
□
親
と
子
の
体
力
づ
く
り

日
時
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
一
時

場
所
　
東
和
体
育
館

対
象
　
親
と
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

内
容
　
マ
ッ
卜
や
と
び
箱
、
ボ
ー
ル

や
な
わ
と
び
等
を
使
っ
て
楽
し
く

運
動
を
す
る

説
明
会
　
三
月
十
六
日
(
水
)
午
後

三
時
(
会
議
室
)

問
合
せ
先
　
小
暮

　
九
〇
八
―
五

七
八
七

□
民
謡
健
康
体
操

日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
前
十
時
～

十
一
時
三
十
分

場
所
　
東
和
体
育
館

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
二
千
八
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
藤
　
　
六
〇

五
―
六
七
三
二

□
土
地
家
屋
測
量
登
記
無
料
相
談

日
時
　
三
月
十
三
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
不
助
産
表
示
登
記
に
必
要
な

調
査
測
最
の
助
言
と
指
導
、
紛
争

に
係
わ
る
相
談

問
合
せ
先
　
東
京
土
地
家
屋
調
査
士

会
足
立
支
部

　
八
四
九
―
六
五

七
一

□
煎
茶
・
抹
茶
教
室

日
時
　
月
三
回
(
金
曜
日
)
▼
煎

茶
・
=
午
前
十
時
～
正
午
▼
抹
茶

・
:午
後
一
時
二

一
時

場
所
　
青
年
館

費
用
　
月
二
千
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
笹
内

　
八
四

九一

七
〇
九
八

□
中
国
語
教
室

日
時
　
三
月
八
日
・
二
十
二
日
・
二

十
九
日
午
後
七
時
～
九
時

場
所
　
常
東
出
張
所
二
階

ク
ラ
ス
　
入
門
、
初
級
、
初
級
上
、

中
級

費
用
　
月
二
千
五
百
円
(
会
場
使
用

料
等
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
西
河
　
八
八

九
―
六
二
六
五
(
午
後
七
時
～
十

時
)

□
ヨ
ガ
同
好
会
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
二
時
三

十
分
・
七
時
(
二
回
)

場
所
　
上
沼
田
町
民
館
(
江
北
三
丁

目
)

費
用
　
月
二
千
五
百
円
(
入
会
金
千

五
百
円
)

申
込
方
法
　
直
接
会
鳩

問
合
せ
先
　
渡
辺
　
八
九
六
―
三

一
四
七
(
午
後
六
時
～
八
時
)

□
木
目
込
手
芸
無
料
講
習
会

日
時
　
三
月
十
一
日
(
金
)
午
後
一

時
～
四
時

場
所
　
青
年
館

材
料
費
　
七
百
円
(
和
紙
)
、
千
百
円
(

金
襴
)

用
憲
す
る
物
　
ハ
サ
ミ
、
目
打

申
込
・
問
合
せ
先
　
藤
野

　
八
九

九
―
二
七
〇
八

□
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体
操

日
時
　
▼
午
前
コ
ー
ス
(
水
)
…
午

前
十
時
～
十
一
時
三
十
分
▼
午

後
コ
―
ス
(
月
)
=
・
午
後
三
時
～

四
時
三
十
分
▼
夜
間
コ
ー
ス

(
木
T
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

各
コ
ー
ス
と
も
、
三
月
第
二
週
か

ら
四
回

費
用
　
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
達
峰
　
八
八

八
―
六
七
二
七

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
ハ
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、l
話
番
り
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
職
不
可

▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前

▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
1
2
0
千
住
一
一
四
―

}八
)

カ ット　古 岩井ゆみ 子さん( 西 伊興町

)総 合 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 事 業 案 内

※ 申込方法 ①往復ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号、教室名を記入( 3月12日の消印有効) ②～@・@…直接または電話

a…直接( 〒121東保木間2―27―1　R859―8211) 　3月5日の午前9時から受付け

同
和
間
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
た
め
に
(
8
)

前
回
、
同
和
対
策
協
議
会
(
旧

協
議
会
)
の
最
終
意
見
で
、
今
後

の
施
策
に
あ
た
っ
て
は
、
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
が

侍
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。

こ
の
最
終
憲
見
で
は
、
さ
ら
に

学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
あ
げ
。

こ
れ
ら
の
教
育
を
通
じ
て
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
人
権
を
重
ん
ず
る

こ
と
の
尊
さ
を
徹
庇
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
対
策
に
つ

い
て

も
、
安
定
し
た
就
労
等
の
推
進
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
行
う
た
め
の

斬
法
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、

国
会
の
中
で
論
議
さ
れ
、
五
年
と

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
旧
法
の
期
限
切
れ
に

伴
い
、
斬
法
を
ど
う
す
る
か
検
肘

し
た
機
関
が
旧
協
議
会
で
し
た
。

新
法
成
立
に
伴
い
、
こ
の
旧
協

議
会
に
変
わ
っ
て
政
令
に
よ
っ
て

設
講
さ
れ
た
の
が
地
域
改
善
対
策

協
議
会
(
新
協
議
会
)
で
す
。

斬
協
議
会
は
、
地
域
改
善
対
策

特
別
措
置
法
第
一
条
に
規
定
す
る

象
地
域
の
地
域
改
善
対
策
と
し

て
推
逸
す
べ
き
施
策
で
、
関
係
行

政
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
絡
を
要

す
る
も
の
の
基
本
的
事
項
を
調
査

審
議
す
る
機
間
で
す
。

そ
し
て
、
協
議
し
た
事
項
に
つ

い
て
は
内
閣
総
理
大
臣
や
関
係
各

大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
協
議
会
の
委
員
は
、間
係
行

政
機
関
の
職
員
や
学
識
経
験
者
の

中
か
ら
、内
閥
総
理
大
臣
が
任
命

し
、二
十
名
以
内
で
構
成
さ
れ
ま

す
。ま
た
、新
協
議
会
に
は
、専

門
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た

め
、専
門
委
員
を
置
く
こ
と
か
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ

る
人
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
、
専
門
の
事
項
に

つ
い
て
の
調
査
審
議
が
終
了
し
た

と
き
は
解
任
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
法
律
か
で
き
、
各
種
の

事
業
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
新

恊
議
会
の
役
剖
も
重
要
と
な
っ
て

く
る
で
し
I
つ
。

区
民
の
み
な
さ
ん
も
、
新
し
い

法
律
に
つ
い
て
十
分
露
噸
さ
れ
、

正
し
い
ご
理
解
と
解
決
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

発
売
し
て
い
ま
す

区
制
五
十
周
年
記
念
写
真
集

か
ね
て
よ
り
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
古
い
写
真
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
制
作
中
だ
っ
た
区
制
五
十

周
年
記
念
写
裏
集
が
、こ
の
た
び
、

「
写
真
に
刻
み
込
ま
れ
た
足
立
区

5
0年
の
軌
跡
」
と
し
て
完
成
し
、

好
肝
発
売
中
で
す
。

頒
布
価
格
　
一
冊
千
五
百
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

問
合
せ
先
　
広
報
課

「
足
立
を
英
語
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」

グ
ラ
フ
海
外
版

〝A
D
A
C
H
I
〟
発
行

最
近
で
は
、
区
民
の
方
も
数
多

く
、
仕
事
や
旅
朽
で
海
外
に
い
か

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
昨
年
四

月
に
は
、
区
内
に
海
外
か
ら
の
技

術
研
修
生
の
た
め
の
施
設
と
し
て

東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
、
こ
の

た
び
区
民
の
皆
さ
ん
が

ぶ

ん
で

い
る
足
立
区
"
を
幅
広
く
海
外
に

紹
介
す
る
グ
ラ
フ
誌

〃
あ
だ
ち
(
A
D
A
C
H
I
)

〟

を
発
行
し

ま
し
た
。
仕
事
や
海
外
に
い
る
親

頻
と
の
話
題
に
、
『
足
立
区
』
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
本
誌
を
ご

希
望
の
方
に
は
、
次
の
と
こ
ろ
で

無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
区
役
所
五
階
広
報
課

▼
第
二
庁
舎
総
務
課
管
理
係

問
合
せ
先
　
広
報
課

発
売
し
て
い
ま
す

区
の
う
た「
わ
が
ま
ち
足
立
」

区
の
う
た
「
わ
が
ま
ち
足
立
」

の
レ
コ
ー
ド
を
皆
さ
ん
に
発
売
し

て
い
ま
す
。

歌
詞
カ
ー
ド
、
カ
ラ
オ
ケ
も
付

い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
聴
き
な
が
ら
、
口
ず
さ
ん
で

く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
　
一
枚
三
百
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

問
合
せ
先
　
広
報
課

幸
せ
な
門
出
を

区
立
結

婚

式

場

東
部
区
民
セ
ン
タ
ー

青

年

館

ヘ
ベ
D
E
J

匕
一
D
一

(
八
九
〇
)
○
○
七
八



昭 和58 年3 月5 日 区 の お 知 ら せ 第604 号 ( 4)

住民 税 の申告 は
お済みですか

提出期限は3 月15日

問合せ先 区役所第一課税係… 0882・Ⅲ1
第二庁舎第二課税係… 0889- 6161

住民税は重要な財源
一般に、道府県民税( 東京都 刄おいては 都

民税といいます) と市町村民税( 東京都23区

においては特別区民税といい ます) を合わせ

て住民税とよんでい ます。
私達にとって日常生活に関係の深い警察、

消防、ごみ、 教育など身近な仕事の費用を、

自分建の所得 の巾からそれぞれの負担能力に

応じて直穣分担しあうという性 格 の税 金 で

す。
住民 税は、所得金額に応じて納税する所得

割と、応益性という性格の均等割とがあり ま
す。

したがって、所得税よりも納める人の範囲

は広く、税率も低く定めら れてい ます。
住民 税は、正し く申告された内容I Cより適i E

な税計算がされ、その税額を通知し、そ れ

によって自ら納税していただく制度です。
住民 税は、区の歳入のなかでも自主財 源と

して住民 の声を反映できる重要な資金になっ
てい ます。

申 告 を お 忘 れ なく
申 告 が 必 要 な 人

①昭和57年中に所得のあ った 人で、昭和58狎
I J 口|| 現在、足立区 内に住所を有寸 る人

②足立区内に 事務所やi l i業所、家屋敷があっ
て足 、・Z区外に住んでいる人

巾告が必要な人で、申 告書の届いていない

人は、課税課までご連絡 くだされば 郵送し ま

す。
なお、出張所にも置いてあり ますので、ご

利用ください。

申告をしなくてもよい人
①所得税の確定申告をする人

②前年中の所得か給与所得だけ で、勤務先か

ら区 へ、給与支払 報告書が出された人

③前年中に所得のなか った人
④生活保護法によって、昭和58年 凵卜 日現

在、生活扶助を受けていた人

⑤前年の合計所得か〔( 搾除対象配偶名一十扶
養親族+1) × 25万円〕以下の人

※ ただし、 上記③～⑤に骸当する人でも、

非課税証明書発行などの基礎資料となります

ので、提出にご協力ください。

申 告 書 の 提出場所
ことし も個人住民税の申告時期になりまし

た。
申告 書は、区役所本庁舎、 または第二庁舎

の課税課、もしくは、もよりの出張所へ提出
してくだ さい。

なお、申告書は 郵送でも受付けていますの

で、同封の返信用封筒をご利川ください。 ま

た、 記入方法等がわからない人は、下記のと

おり、課税課職目が出張受付けを行い ますの
で、お気軽にご来所くがさい。

◎ 3 月10日( 木) 、11日( 金) 場所… 常東出
張所、第3 出張所～第12出張所

◎ 3 月12日( 土) 、14日( 月) 場所… 第13出

張所～第20出張所、東綾瀬出張所、東栗原出

張所、鹿浜出張所、花畑出張所、神明出張所、
佐野出張所

受付時間は、午前9時～午後4時、土曜日

は午前9時から正午までです。

損 を し な い た め に
あなたは、申告書 の記入もれ等により、損

をしていませんか。

すでに提出済で記入もれがある人は、すぐ

修正手続きをしてください。

次の所得控除欄が記入もれになっている場
合が多々ありますので、注意してください。

配偶者および扶養控除欄
納税者と生計を一にする配偶者( 婚姻届の

提出されてい る妻 または夫) やその他の親族

で、次に該当する人を記入してください。
①前年中に所得のなかった人

②僞年中の合計所得が29万円( 給与所得者は
支払金額で79万円、老年者で公的年金受給

者は 年金支払額が157 万円) 以下の人。 ま

た、自己の勤労に よらない不動産、利子、
配当所得の場合は10万円以下の人

③前年 中に死亡した人で①または②に該当す

る人
※ 障害 者を除く70歳以上の人で納税者または

配偶者と同居し ている直系尊属が、老人扶養

に該当する場合は同居老親等扶養となり、同

居をしていない鴫合は老人扶養となり ます。
また、控除 対象配偶者や扶養親族が特別障害

者( 身障手帳1 ～2 級、愛の手帳1 ～2 度等)
で納税者または配偶者と同居して い る 場 合

は、同居特別障害考( 配稠者) 扶養となりま
す… 58年度新設予定。( 扶養親族で同居の人

は、申告書扶奨控除欄同居にO 印をつけ てく

だ さい)

そ の 他の 控 除 欄

所得控除には、いろいろな稲類があります
ので、ご注意ください。

所 得 税 の 還 付
前年の中途で就・退職したサラリーマンの

人で年末調整を受けなかった場合は、税務 署

に確定申告をすることにより、所得税の還付
か受けられる場合かあります。

個人住民税の計算方法
年 税額= 特別区民税所得割額+ 都民税所得割額+ 均等割額( 2, 500 円)

◎ 所得割額の計算方法
所得金額- ①所得控除= 課税標準額
課税標準額( 1, 000 円未満切捨) × ②税率- ③税額控除= 所得割額

① 所 得 控 除
次の種類があり、これに該当する場合は、

所得金額から差し引くことができます。

1. 雑損控除… … ( l ) その年の損失の金額のう
ち紅=、災害関連支出の金額がない場合、ま

たは5 万円以下の災害関連支山の金額があ
る場合… ( 損失金額一保険金などで補てん

される金額) 一総所得金額等× 1/ 10= 雑損
搾除額凶

( 2)その年の損失の金釦がすべて災害関連支

出の金額である場合、 またはその年の損失

の金額のうちに5 万|[ ]を超える災害関連支
出の金額がある場合は、次のいずれか多い

力の金額が雛損控除 額となります。
C災害関連支出の金 額- 5 万円

O( 1)の(衵の金額

2. 医療費控除…… ( 支払った医康費の総額
一保険金などで鋪てんされた金額) - ( 総
所得金額等X5/ 100)
※ 総所得金額等× 5/ 100が5 万円を超える場
合呟5 万円となります。
※ 控除額の最高限度は' 200万円です。
※ 領収書の添付が必要です。
3. 社会保険料控除…… 57<£中に支払った金
額

4. 小規模企業共済等掛金控除… … 57年中に

支払った金額

5. 生命保険料 控除… … ( 57 年中に支払 った
金額一分配金) が

( 1) 15, 000 円以下… 全額

( 2) 15. 001 円～40, 000 円… 支払 った保険料
÷ 2+7, 500 円

咄40, 001 円～700, 000 円…支払 った 保険

料÷ 4+17, 500 円

( 4) 70, 001 円以上… 35, 000円
※ 年額保険料が9, 000 円を超えるものにつ

いては証明書が必要です。

6. 障害者控除…… 21万円( 特別障害者23万
円)

7. 老年者 控除… … 21万円

8. 寡婦( 夫) 控除… … 21万円

9. 勤労学 生控除…… 21万円
10. 配偶者控除…… 22万円( 老人配偶者控除23

万円 一同居特別障害配偶者控除25万円)

11. 扶養控除

( l ) 扶 養親族一人につき… 22万円
( 2) 同居老親等扶養… 26万円

( 3) 同居老親等以外の老人扶養… 23万円
( 4) 同居特別障害者扶養… 25万円
12. 基礎控除…… 22万円

②　税率( 所得割額の出し方)

下表の速算表( 課税標準額× 税率一速算控
除額) により計算してください。

特別区民税所得割額と都民税所得割細とは
別々に計算します。

〔例〕課税標準額が40万円の場合

O特別区民税所得割額

400, ( XX)円x　3　%―3, 000円=9, 000 円
O都民税所得割額

4( X) , 000円× 2%=8, ( X) O 円
納入する年 税額は9, 000円+8, ( 双) 円+　2, 500

円( 均等割額) 　=19, 500円です。

③　税 額 控 除

所得割額から控除されるもので、57年中に
配当所得があった場合、控除されます。

控除額は

特別区民 税分… 配当所得金額の2. 0%

都民税分… 配当所得金 額の0. 8S

ただし、 課税総所得金額、土地等にかかる
課税事業 所得等の金額、課税長期( 短期) 譲

渡所得の合計額が、1, 000 万円を超える部分

の配当所得金額については、この率のそれぞ

れの半分 です。

くご注意) 所得控除、税率等は一部改正され

る場合があり ます。

所得割額 速算表
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